
良縁成就のパワースポット
５月２日、鈴立山若松寺で縁むすび祈

願祭が行われました。若松寺は、良縁成

就の寺院として有名で、この日は県内外

から良縁を求める大勢の参拝者が訪れ、

真剣な表情で手を合わせていました。
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ぬぬくくももりりののああるる
地地域域社社会会をを目目指指ししてて

地地
域域
福福
祉祉
のの
必必
要要
性性
とと
はは

私
た
ち
の
地
域
社
会
は
、
高
度
経
済

成
長
期
を
経
て
、
都
市
部
の
過
密
化
、

農
村
部
の
過
疎
化
、
核
家
族
化
な
ど
の

現
象
が
進
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
の
家

庭
や
地
域
が
お
互
い
に
支
え
合
う
、
地

域
住
民
相
互
の
社
会
的
つ
な
が
り
が
薄

れ
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢

が
重
な
り
、
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
な

ど
か
ら
自
殺
や
ホ
ー
ム
レ
ス
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
と
い
っ
た
新
た
な
社
会
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
現
象
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱

者
を
地
域
の
中
で
孤
立
さ
せ
る
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
福
祉
と
い
う
考
え
方
は
、
社
会
的
に

立
場
の
弱
い
、
限
ら
れ
た
人
た
ち
へ
の

行
政
施
策
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
が
他
人
を
思
い

や
り
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合

う
と
い
う
活
動
が
福
祉
で
あ
る
と
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。

天天
童童
市市
地地
域域
福福
祉祉
計計
画画
のの
策策
定定

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

平
成
二
十
二
年
三
月
、
天
童
市
地
域
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

行
政
主
導
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
よ

り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
福
祉
の
充
実
と
福
祉

を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
多
様
に
広
が
っ
て
い
る
福
祉
ニ

ー
ズ
を
と
ら
え
直
し
、
市
民
、
地
域
、

行
政
が
お
互
い
に
連
携
、
協
働
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
う
し
た
地
域
に
お

け
る
地
域
福
祉
の
機
運
を
高
め
、
地
域

の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策

や
仕
組
み
づ
く
り
の
方
向
性
も
示
し
て

い
ま
す
。

計計
画画
のの
位位
置置
付付
けけ

ま
た
、
第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
の

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
天
童
市
地
域
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2てんどう 2010.6.1



基本理念：心がふれあい かよいあい
安心して豊かに暮らせるまち

基本目標１ みんなが地域や福祉に関心をもてるまち
取り組み
お互いに人権を尊重します
地域福祉に対する理解を深めます
地域活動への参加を促します
地域活動の担い手を育て、ネットワークづくりを
進めます

基本目標２ みんなの力で共に支え合うまち
取り組み
地域福祉を推進する体制を整備します
地域で子育てを応援します
地域で高齢者を見守ります
地域で障がい者を支援します
福祉サービスの情報を広めます
地域で支え合い、助け合いを行います

基本目標３ みんなが地域で安心して暮らせるまち
取り組み
誰もが快適に生活できる環境をつくります
緊急時や災害時に助け合います
健康づくりを推進します

理
念
を
受
け
、
天
童
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
四
期
天
童
市
介
護
保
険
事
業
計

画
、
天
童
市
障
害
者
プ
ラ
ン
、
天
童
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
新
わ
ら

べ
プ
ラ
ン
）
の
三
つ
の
福
祉
関
係
の
計

画
や
、
健
康
て
ん
ど
う
２１
行
動
計
画
の

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
共
通
す
る
地
域
福

祉
推
進
の
理
念
を
相
互
に
つ
な
ぎ
、
各

計
画
に
基
づ
い
た
施
策
が
効
果
的
に
展

開
す
る
た
め
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画

期
間
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二

十
八
年
度
ま
で
の
七
年
間
と
し
、
社

会
・
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

計
画
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は

適
宜
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

計計
画画
のの
基基
本本
理理
念念

地
域
に
は
、
何
ら
か
の
支
え
を
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
支
え

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
、
で
き

る
範
囲
で
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

は
、市
民
と
し
て
の
大
切
な
役
割
で
す
。

地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
お

互
い
の
心
が
触
れ
合
い
、
通
い
合
う
こ

と
で
す
。

本
計
画
で
は
、
地
域
の
生
活
課
題
を

市
民
自
ら
が
受
け
止
め
、
自
分
た
ち
が

住
む
地
域
を
よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

「
心
が
ふ
れ
あ
い
か
よ
い
あ
い
安
心

し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指

す
べ
き
将
来
像
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

基基
本本
目目
標標

ま
た
、
基
本
理
念
の
実
現
と
地
域
福

祉
の
充
実
を
目
指
す
た
め
、

�
み
ん
な
が
地
域
や
福
祉
に
関
心
を
も

て
る
ま
ち

�
み
ん
な
の
力
で
共
に
支
え
合
う
ま
ち

�
み
ん
な
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち

の
三
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。施施

策策
のの
展展
開開

さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
基
本
目
標
の

実
現
に
向
け
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
懇
話
会
な
ど
で
出
さ
れ
た
、
地
域
福

祉
に
関
す
る
課
題
を
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
（
自
助
）、

地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
（
共
助
）、
行
政
が
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
（
公
助
）
に
整
理
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
、
地

域
、
行
政
が
連
携
を
図
り
、
協
働
し
な

が
ら
地
域
福
祉
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

市
社
会
福
祉
課

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
７５２
）

地域福祉のイメージ

町内会
社会福祉協議会
民生委員・児童委員
福祉推進員
ＮＰＯ、事業者など

地域住民相互のつながりの希薄化

いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らしたい

虐待など

都市部の過密化、農村部の過疎化、核家族化

地域に暮らすみんなで支え合い、
助け合いを行う仕組みづくり

ひきこもり
孤独死

地域福祉の充実

地域の課題

生活不安
ホームレス

新 た な
社会問題

市 民

行 政

てんどう 2010.6.13



み
ん
な
で
支
え
る

国
民
健
康
保
険
制
度国

民
健
康
保
険
は

助
け
合
い
の
制
度

病
気
や
け
が
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
は
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
加
入
者
の
家
族
構
成
や
収
入
な

ど
に
応
じ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
を
納

め
、公
平
な
負
担
と
給
付
に
基
づ
い
て
、

医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
農
業
や
自
営
業
の
人
、

退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
加
入
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
病
気

や
け
が
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

は
、
医
療
費
の
三
割
（
七
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
方
は
一
割
、
た
だ
し
、

一
定
額
以
上
の
所
得
者
は
三
割
）
を
自

己
負
担
と
し
て
支
払
い
ま
す
が
、
残
り

の
七
割
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

増
え
続
け
る

医
療
費

国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
、

国
か
ら
の
支
出
金
、
市
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。過

去
五
年
間
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
決
算
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税

に
よ
る
収
入
は
、
平
成
十
五
年
度
が
十

九
億
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
十

九
年
度
に
は
二
十
億
八
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
支
出
は
平
成
十
五

年
度
が
四
十
八
億
八
千
万
円
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
平
成
十
九
年
度
に
は
六
十

億
円
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
支
出
は
国
民
健
康
保
険
税
に
よ
る

収
入
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
増

国
民
健
康
保
険
の
支
出
が
増
え
て
い

る
要
因
に
は
、被
保
険
者
数
の
増
加
と
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増

加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
平
成
十
五
年
度

に
三
十
五
万
六
千
円
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
平
成
十
九
年
度
に
は
四
十
万
五
千

増
え
続
け
る
医
療
費
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二

年
度
分
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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0

30万 

35万 

40万 

45万 

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

（円） 

35万6000円 36万7000円 

38万円 38万2000円 
40万5000円 

～～

円
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
医
療
費
が
増
え
る
要
因
と
し

て
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
療
養

を
必
要
と
す
る
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加

や
医
療
の
高
度
化
に
よ
る
診
療
費
の
増

加
、
診
療
報
酬
費
の
引
き
上
げ
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

税
率
を
改
正

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で
は
、

お
よ
そ
三
年
ご
と
に
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
改
正
を
行
い
、
健
全
運
営
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
表
１
の
よ

う
に
改
正
し
ま
し
た
。
改
正
後
の
税
率

は
平
成
二
十
二
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
給
付
費

分
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
基
礎
課
税

額
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
、

お
よ
び
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

人
に
介
護
保
険
分
と
し
て
納
め
て
い
た

だ
く
介
護
納
付
金
課
税
額
の
合
算
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
各
世
帯
の
前
年
の
所
得
に
応

じ
て
計
算
す
る
「
所
得
割
額
」、
世
帯

の
固
定
資
産
税
に
応
じ
て
計
算
す
る

「
資
産
割
額
」、
世
帯
の
加
入
者
数
に
応

じ
て
計
算
す
る
「
被
保
険
者
均
等
割

額
」、
加
入
世
帯
ご
と
に
等
し
く
決
め

ら
れ
る
「
世
帯
別
平
等
割
額
」
の
そ
れ

ぞ
れ
を
合
計
し
ま
す
。

低
所
得
世
帯
な
ど
の

軽
減
制
度
も
改
正

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、そ
の
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、

被
保
険
者
均
等
割
と
世
帯
別
平
等
割
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
も
表
２
の
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
以
降
に
倒
産
や
解
雇

な
ど
で
離
職
し
た
方
や
雇
い
止
め
な
ど

で
離
職
し
た
方
で
、
六
十
五
歳
未
満
で

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。市

で
は
、
今
後
も
国
民
健
康
保
険
の

安
定
し
た
運
営
を
堅
持
し
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
維
持
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

市
社
会
福
祉
課

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
７５３
）

税
額
に
つ
い
て＝

市
税
務
課

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
７７２
）

※特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移
行された方で、後期高齢者医療の被保険者となった後も継続して同一
の世帯に属する方。

図１ 一人当たりの医療費

表２ 低所得世帯に対する軽減措置

減額となる額が
２割（世帯の所
得の合計額が３３
万円＋（３５万円
×世帯主を除く
被保険者および
特定同一世帯所
属者数）以下の
世帯）

４７００円

５６６０円

１２８０円

１３６０円

１９２０円

１０００円

減額となる額が
５割（世帯の所
得の合計額が３３
万円＋（２４．５万
円×世帯主を除
く被保険者およ
び特定同一世帯
所属者数）以下
の世帯）

１万１７５０円

１万４１５０円

３２００円

３４００円

４８００円

２５００円

減額となる額
が７割（世帯
の所得の合計
額が３３万円以
下の世帯）

１万６４５０円

１万９８１０円

４４８０円

４７６０円

６７２０円

３５００円

減額となる
割合

区分

基礎課税額の被
保険者均等割額

基礎課税額の世
帯別平等割額

後期高齢者支援
金等課税額の被
保険者均等割額

後期高齢者支援
金等課税額の世
帯別平等割額

介護納付金課税
額の被保険者均
等割額

介護納付金課税
額の世帯別平等
割額

表１ 国民健康保険税の税率

世帯別
平等割額

１世帯
当たり
２万８３００円

１世帯
当たり
６８００円

１世帯
当たり
５０００円

被保険者
均等割額

１ 人
当たり
２万３５００円

１ 人
当たり
６４００円

１ 人
当たり
９６００円

資産割額

平成２２年度固定
資産税額（都市
計画税を除く）
の７．０㌫

平成２２年度固定
資産税額（都市
計画税を除く）
の４．０㌫

平成２２年度固定
資産税額（都市
計画税を除く）
の７．０㌫

所得割額

平成２１年中の
所得から基礎
控除を引いた
額の８．２㌫

平成２１年中の
所得から基礎
控除を引いた
額の１．９㌫

平成２１年中の
所得から基礎
控除を引いた
額の２．１㌫

割合
区分

基礎課税額
（医療分）

後期高齢者
支 援 金 等
課 税 額
（支援金分）

介護納付金
課 税 額
（第２号被保険者）
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第第２２２２回回参参議議院院議議員員通通常常選選挙挙

行行ここううよよ 投投票票

ま
も
な
く
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
し
、
私
た
ち
の
意
志
を
政
治
に

反
映
さ
せ
る
大
切
な
機
会
で
す
。
今
回
は
、
選
挙
の
し
く
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
も
な
く

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

こ
と
し
の
夏
に
第
二
十
二
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
議

院
議
員
は
、
任
期
が
六
年
で
、
三
年
ご

と
に
半
数
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
平

成
十
六
年
に
選
出
さ
れ
た
百
二
十
一
人

が
改
選
に
な
り
ま
す
。
内
訳
は
、
選
挙

区
選
出
議
員
が
七
十
三
人
、
比
例
代
表

選
出
議
員
が
四
十
八
人
で
す
。

投
票
用
紙
へ
の
記
載
は

正
確
に

投
票
日
が
決
ま
る
と
公
示
が
行
わ

れ
、
選
挙
が
始
ま
り
ま
す
。

投
票
日
当
日
は
、入
場
券
を
持
っ
て
、

指
定
さ
れ
た
投
票
所
に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。
投
票
は
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
行

わ
れ
ま
す
（
図
１
）。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
二
種

類
の
投
票
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
山
形
県

選
出
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、「
候
補

者
氏
名
」
を
記
載
し
、
比
例
代
表
選
出

選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
、「
候
補
者
氏

名
」
ま
た
は
「
政
党
・
政
治
団
体
な
ど

の
名
称
（
略
称
も
可
）」
を
記
載
し
ま

す
。
記
載
台
ま
た
は
投
票
所
内
に
張
っ

て
い
る
一
覧
表
を
見
て
、
正
確
に
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
分
で
字
が
書
け
な
い
方
で

投
票
し
た
い
候
補
者
な
ど
の
意
思
表
示

が
可
能
な
方
に
は
、
投
票
所
の
係
員
が

代
筆
し
ま
す
の
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
点
字
で
投
票
を
希
望
さ
れ

る
方
も
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
欲
し
い
豆
知
識
①

入
場
券
を
忘
れ
て
も
投
票
は
で
き

ま
す
か
。

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
で
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
欲
し
い
豆
知
識
②

入
場
券
が
届
き
ま
せ
ん
。
最
寄
り

の
投
票
所
に
行
け
ば
、
投
票
で
き
ま
す

か
。

最
近
四
カ
月
以
内
に
、
引
っ
越
し
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な
ど
で
市
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
以
前
お
住
ま
い
の
市

町
村
で
投
票
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
引
っ
越
し
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
ご
面
倒
で
す
が
、
投
票
所
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
な
ど
も

ご
活
用
く
だ
さ
い

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
制
度
や
不
在
者
投

票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
で
は
、
公
示
日
の
翌
日

か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
の
十
六
日
間
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
当
日
に
仕

事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
に
行
け
な

い
方
を
対
象
に
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
市
町
村
で
投
票
日
当
日
と
同
じ

よ
う
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。
市
役

所
五
階
会
議
室
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

知
っ
て
欲
し
い
豆
知
識
③

期
日
前
投
票
の
手
続
き
は
。

受
け
付
け
の
と
き
に
、
投
票
日
当

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
事
由
な
ど
を

記
載
し
た
宣
誓
書
に
署
名
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
入
場
券
を
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
行
え

ま
す
。

不
在
者
投
票
は
、
長
期
出
張
や
学
生

で
選
挙
期
間
中
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
市
町
村
以
外
に
滞
在
す
る
方
な

ど
を
対
象
と
す
る
制
度
で
す
。
指
定
病

院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
方
や
、
投
票

日
当
日
に
は
二
十
歳
に
な
る
の
に
、
投

票
日
前
の
投
票
に
行
こ
う
と
す
る
日
は

い
ま
だ
十
九
歳
の
方
な
ど
も
不
在
者
投

票
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
不
在
者

投
票
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
市
内
に
住
所
が
あ
る
の
に
長
期
出
張

や
学
生
な
ど
で
家
を
離
れ
て
い
る
方

天
童
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票

用
紙
を
取
り
寄
せ
て
、
滞
在
先
の
不
在

者
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
次
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
（
図
２
）。

①
本
人
が
天
童
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

郵
送
で
投
票
用
紙
を
請
求

②
天
童
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
請
求
書

に
記
載
さ
れ
た
住
所
へ
投
票
用
紙
一

式
を
郵
送

③
滞
在
先
の
不
在
者
投
票
所
で
投
票

※
投
票
所
以
外
で
投
票
用
紙
に
記
入
す

る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。
不
在
者
投

票
の
場
所
と
投
票
で
き
る
期
間
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
天

童
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
郵
送

※
投
票
用
紙
の
到
着
日
が
投
票
日
を
過

ぎ
る
と
、投
票
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

お
早
め
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
病
院
や
介
護
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
方

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
で
不
在
者
投

票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
病
院
や
施
設
の
職
員
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
体
の
不
自
由
な
方

体
の
不
自
由
な
方
で
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
自
宅
で
郵
便
な

ど
を
利
用
し
て
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た

し
、
事
前
に
申
請
を
し
た
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

■
投
票
日
前
に
投
票
に
行
こ
う
と
す
る

日
は
い
ま
だ
十
九
歳
の
方

投
票
日
当
日
は
二
十
歳
に
な
る
の

に
、
投
票
日
前
の
投
票
に
行
こ
う
と
す

る
日
は
い
ま
だ
十
九
歳
の
方
は
、
不
在

者
投
票
が
行
え
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間
に
、
市
役
所
五
階

会
議
室
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

忘
れ
ず
に

投
票
に
行
こ
う

国
政
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
関

係
す
る
法
令
や
制
度
な
ど
を
決
定
す
る

国
会
議
員
を
選
出
す
る
重
要
な
選
挙
で

す
。
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
に
、
み
な
さ
ん
忘
れ
ず
に
投
票
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
５１２
）

図１ 投票の流れ

図２ 滞在先での不在者投票の流れ

比
例
代
表
選
出
選
挙
の
投
票

山
形
県
選
出
選
挙
の
投
票

受

付
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あ
な
た
の
地
域
の
楽
し
い
話
題
を
、
市
長
公
室
広
報
係
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
３２５

笑顔、地域を愛する心、やる気をテーマに開幕

５月２日、高擶小で高擶城築城６００年祭開幕式典が行わ
よしあき

れました。これは、山形城主最上義光が一時的に居城した

と伝えられている高擶城の築城６００年を記念し、関連イベ

ントの開幕を祝おうと開催したものです。式では、同実行

委員会の齋藤浩一会長が「高擶城築城６００年記念事業に参

加し、地区民のきずなを強めよう」とあいさつ。約８００人

が出席し、高擶獅子踊りと高擶子ども獅子踊りの初競演や

地区民６００人による大合唱などで式典を盛り上げました。

様々なものづくりにチャレンジ

５月１５日、市勤労青少年ホーム（つどーむ天童）で天童

少年少女発明クラブの開講式と親子創作教室が行われまし

た。これは、天童商工会議所工業部会がモノづくり支援事

業の一環として平成１８年から取り組んでいるものです。同

クラブの活動は年々活発になり、５回目となる今回は、市

内の小学生３７人が受講し、年間１２回の創作活動に参加しま

す。この日はペットボトルを使ったピンポンキャッチャー

作りに挑戦し、これからの活動に意欲を燃やしていました。

ひと針ずつ心を込めて

５月１０日、フェルト材を利用した布遊具づく

りが市立図書館で行われました。この日は、全

４回の講習のうちの２回目で、市内外から約２０

人が参加。参加者は、矢野よしさん（布絵本サ

ークルおてんとさま代表）の指導を受け、人形

の顔の縫い合わせや綿詰めなど、自分のアイデ

アを加えながら熱心に取り組んでいました。



あんざいしょ

行在所としての郡役所

５月１６日、市立旧東村山郡役所資料館でミニ講演会が行

われました。これは、武者人形と明治天皇行在所展にちな

んで初代館長の渡辺武男さんを講師に招き開催されたもの

で、約２０人が参加。東村山郡役所が行在所としての役割を

担うことになった経緯や準備過程などを、資料を用いて分

かりやすく説明し、敷地内にある明治天皇行在所記念碑に

ついては「こんなに立派な記念碑は数少ないので、ぜひみ

なさんに見てもらいたい」と話されていました。

若きアスリートが大活躍

５月１６日、市総体陸上競技がＮＤソフトスタジアム山形で

行われました。大会には、約３５０人が参加し、日ごろの練習

の成果を発揮。小学生女子の８００㍍や中学生女子の１００㍍ハー

ドルなど８種目で大会記録が更新され、若きアスリートの活

躍に会場は大いに盛り上がりました。

将棋駒のふる里を守る

５月１２日、田鶴町公民館で天童将棋駒後継者

育成講座が開講されました。これは、将棋駒産

業の後継者育成を図ろうと山形県将棋駒協同組

合が開催したもので、講座は年間２０回、５年間継

続して行われるものです。この日は、開講式と

将棋駒の歴史や道具について説明があり、６人

の受講者は真剣な表情で聞き入っていました。

満開の桜のアーチを散策

５月８日、じゃがらもがら桜回廊・親子で鑑

賞ハイキングがじゃがらもがらふるさと交流広

場で行われました。これは、約３０年前から津山

小の卒業生がじゃがらもがらの登山道に記念植

樹した桜を見ながら自然の大切さを学んでもら

おうと、津山の自然を守る会が企画。約３０人が

参加し、満開の桜の中を楽しく散策しました。
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ごみの分別は
どんなふうに変わったの？

４月からごみの分別が変わったと聞きました。そこで、
私たち高擶小では市生活環境課を訪ね、新しいごみの分別
について聞いてみました。

豆
記
者

ご
み
の
分
別
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
で
す
か
。

主

査

こ
れ
ま
で
は
、
お
菓
子
の

袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
は
「
も
や
せ
る
ご
み
」
と
し
て
出
し

て
い
ま
し
た
が
、こ
と
し
の
四
月
か
ら
、

新
た
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
」
と
し
て
分
別
収
集
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

豆
記
者

ど
う
し
て
ご
み
の
分
別
が

変
わ
っ
た
の
で
す
か
。

主

査

平
成
七
年
に
制
定
さ
れ
た

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
、
平
成
十

八
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
消
費
者
が
分
類
し
、
市
町
村

が
分
別
収
集
を
行
い
、
事
業
者
が
リ
サ

イ
ク
ル
を
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
明

確
に
定
め
た
も
の
で
す
。
資
源
を
活
用

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
て
、
地

球
温
暖
化
を
防
止
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
の
分
別
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

豆
記
者

天
童
市
か
ら
出
る
ご
み
の

量
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

主

査

平
成
二
十
一
年
度
は
、
年

間
一
万
八
千
八
百
六
十
七
㌧
の
ご
み
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
最
も
多
い
の

は
「
も
や
せ
る
ご
み
」
で
、
一
万
七
千

二
百
二
十
六
㌧
あ
り
、
全
体
の
約
九
〇

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

豆
記
者

収
集
さ
れ
た
ご
み
は
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
で
す
か
。

主

査

市
で
収
集
さ
れ
た
ご
み

は
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
へ
運
ば
れ
ま

す
。
分
類
ご
と
に
処
理
方
法
は
異
な
り

ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
新

し
い
素
材
や
燃
料
の
原
料
に
す
る
た
め

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
圧
縮
・

こ
ん
ぽ
う

梱
包
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
却

し
た
り
、
埋
め
立
て
地
に
埋
め
た
り
す

る
ご
み
も
あ
り
ま
す
。

豆
記
者

埋
め
立
て
地
は
い
っ
ぱ
い

に
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

主

査

も
ち
ろ
ん
、
埋
め
立
て
地

の
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
界
が
あ
り
、
い
ず

れ
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
買
い
物
に

行
っ
た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出

し
た
り
す
る
な
ど
、
ご
み
を
減
ら
す

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
利
用
す
る
（
リ
ユ

ー
ス
）、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
い
う
３

Ｒ
を
心
が
け
て
、
少
し
で
も
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

豆
記
者

は
い
、
今
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●今回は

高擶小

のみんな

庄司主査

土屋 恵三さん

奥山菜々子さん

笹原 颯高さん

永岡 汐音さん

新しくできたリサイクルセンターを見学しました。



色
鮮
や
か
な
着
物
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

髪
飾
り
、お
化
粧
を
し
て
も
ら
う
と
、そ

こ
に
は
い
つ
も
と
違
う
自
分
が
い
て
、

幼
い
な
が
ら
も
そ
の
姿
に
胸
を
弾
ま
せ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
日
本
舞
踊
を
習
い
、

着
付
け
や
ヘ
ア
メ
イ
ク
が
身
近
に
あ
っ

た
私
は
、
着
飾
る
こ
と
で
自
分
の
気
持

ち
が
変
化
し
た
り
、
人
を
魅
了
で
き
る

美
容
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、自
分
が
着
飾
る
こ
と
よ
り
、

人
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
、
現
在
は
美
容
専
門
学
校

で
美
容
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

卒
業
後
は
生
涯
を
通
じ
て
美
を
追
求

す
る
美
容�
志
�に
な
り
、
幼
い
こ
ろ
感

じ
た
、
ド
キ
ド
キ
感
を
多
く
の
人
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
夢
に
向
か
い
、
こ
の

天
童
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成６年から赤塚二男さんの指導の下、有志約１５

人で番謡のけいこを始め、平成１１年に花謡会を発足。

現在は、松田充弘さんの指導の下、会員５人が毎月

第２・４火曜日の午後７時から９時まで市立津山公

民館でけいこを行っています。

主な活動は、梅若亀弘会と一緒に秋の市民芸術祭

に参加するほか、市内外の発表会に参加し、日ごろ

のけいこの成果を披露しています。

花謡会では、師弟の垣根をつくらずにけいこを積

んでおり、自由に意見交換や情報交換を行っていま

す。謡には源平の戦の話などが多く、謡を覚えるこ

とにより、歴史や名所を学ぶことができます。今後

も、謡を学びながら知識を深めるとともに、謡の内容

を表現できるようにけいこを積んでいきたいです。

リ
レ
ー
随
想
１２７

『
夢
を
育
て
る
ま
ち
天
童
』

森
山

玲
さ
ん
（
蔵
増
）

年
齢
●
２０
歳

夢
●
美
容
師
に
な
る
こ
と

天
童
に
つ
い
て
一
言
●
始
ま
り
と
出
会
い
の
ま
ち

花謡会
代表 高橋 俊雄さん

謡は「男の美学」
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車
窓
か
ら
眺
め
る

ゆ
き
ど
う
ろ
う

雪
灯
籠
の
あ
る
風
景

天
童
北
部
地
域
づ
く
り
委
員
会
乱
川
駅
部
会
で

は
、「
乱
川
駅
を
憩
い
の
場
に
」
を
合
言
葉
に
、

平
成
二
十
年
か
ら
乱
川
駅
の
活
性
化
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
か
ら
始
め
た
天
童
北
部
雪
灯
籠

ま
つ
り
は
こ
と
し
二
回
目
で
、
雪
灯
籠
の
数
を
五

基
か
ら
二
十
二
基
へ
と
増
や
し
、
規
模
を
大
幅
に

拡
大
し
ま
し
た
。
制
作
に
は
、
地
域
内
の
七
つ
す

べ
て
の
町
内
会
や
育
成
会
、
青
壮
年
会
が
参
加
し

た
ほ
か
、
天
童
高
校
の
生
徒
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
も
加
わ
り
、
大
勢
の
方
々
の
協
力
の
も
と

で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雪
灯
籠
の

高
さ
は
一
八
〇
㌢
ほ
ど
あ
る
た
め
、
電
車
に
乗
っ

て
い
て
も
目
に
留
ま
る
大
き
さ
で
す
。
こ
れ
を
目

当
て
に
乱
川
駅
で
降
り
て
地
域
を
訪
れ
る
方
が
増

え
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

地
域
づ
く
り
委
員
会
以
外
の
活
動
で
も
乱
川
駅
に

目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
育
成
会
や
青
壮

年
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
乱
川
駅
か
ら
電
車
を
利
用

す
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
気
持
ち
よ
く
駅
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
春
と
秋
に
草
取
り
を
行
う
な
ど
乱
川

駅
周
辺
の
美
化
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
雪
灯
籠
の
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
い

き
、
線
路
沿
い
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
雪
灯
籠
が
乱
川
駅
の
シ
ン
ボ
ル

の
一
つ
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■天童北部地域づくり委員会乱川駅部会 平成１５年
から活動を開始し、現在部員は３０人。天童の北の玄
関口である乱川駅を地域の宝と考え、駅をもっと活
用してもらおうと、駅周辺の活性化に向けた取り組
みを行っている。

どろあそびたのしいよ
は る な

大崎 陽那ちゃん
（５歳・荒谷）

お友だちといっしょに、どろだ

んごをつくってあそんでいるよ。

おだんご屋さんになって「いらっ

しゃい！」よもぎ団子づくりもじ

ょうずにできて楽しかったよ。

地域住民が一体となって大きな雪灯籠を制作。

天童北部地域づくり委員会
乱川駅部会

リポート ―No.90―
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▲制作中の彫り駒

愛
さ
れ
る

将
棋
駒
作
り
を

じ

ぼ

し

彫
り
駒
は
、
木
地
に
字
母
紙
を
張
り
、
そ
れ
を
彫
り
台
に
載

せ
、
木
地
を
く
さ
び
で
押
さ
え
な
が
ら
印
刀
で
彫
り
ま
す
。
次

に
、
彫
っ
た
も
の
を
目
止
め
し
て
、
そ
の
上
に
、
は
け
で
漆
を

塗
り
ま
す
。
そ
の
後
、
漆
を
乾
か
し
て
紙
を
は
が
し
、
水
洗
い

の
後
、
磨
き
を
か
け
て
仕
上
げ
ま
す
。
春
先
は
乾
燥
す
る
た
め
、

漆
の
管
理
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

手
彫
り
の
駒
は
、
機
械
彫
り
の
駒
と
違
っ
て
同
じ
も
の
は
二

度
作
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
一
つ
一
つ
の
作
品
に
味
わ
い
が
あ

る
の
が
、
手
彫
り
の
駒
の
良
さ
で
す
ね
。

最
近
は
、
子
ど
も
の
誕
生
記
念
や
お
店
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
、
子
ど
も
や
お
店
の
名
前
を
彫
っ
た
根
付
け
や
置
き
駒
の
注

文
が
増
え
て
い
ま
す
。世
界
に
一
つ
だ
け
の
記
念
の
品
と
し
て
、

手
彫
り
の
駒
を
選
ん
で
く
れ
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で

す
ね
。

今
後
も
、
天
童
の
将
棋
駒
が
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

冨

沢

武

夫
さ
ん

昭
和
五
十
年
三
月
に
鎌
田
本
町
一
丁
目
の
将
棋

駒
店
に
就
職
し
、
以
後
三
十
五
年
間
彫
り
駒
の
制

作
に
打
ち
込
ん
で
き
た
五
十
三
歳
。
彫
り
師
の
明

石
喜
夫
さ
ん
や
赤
塚
留
雄
さ
ん
に
彫
り
駒
の
技
術

を
学
び
、
そ
の
腕
前
は
県
内
外
の
将
棋
愛
好
者
に

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
の
物
産
展

で
将
棋
駒
制
作
の
実
演
な
ど
も
行
い
、
将
棋
駒
の

里
天
童
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
貢
献
し
て
き
た
。
第
二

十
七
回
天
童
市
技
能
功
労
者
褒
賞
を
受
賞
。

シ
リ
ー
ズ

１７２
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消防法の改正に合わせ、市火災予防条例が改正され、

平成２３年５月３１日までにすべての住宅に住宅用火災警報

器を設置することが義務付けられました。

住宅用火災警報

器は、音声やブザ

ーで火災を知ら

せ、大切な命を火

災から守ります。

住宅用火災警報

器の完全設置義務

化まで残り一年と

なりました。

まだ設置をしていない方は、早めに設置してくださ

い。ホームセンターや電気店でも購入することができま

す。

■設置後の届出

住宅用火災警報器を設置した場合は、市消防本部への

届け出が必要になります。世帯主のお名前と正確な住所

を電話やファックスでお知らせください。

●問合せ 市消防本部（�６５４－１１９１ FAX６５３－２８０６）

市では、児童・生徒の健康な発育の支援と次世代を担

う子どもたちを生み育てやすい社会環境の一層の整備を

図るため、子育て支援医療制度の対象の上限を小学６年

生から中学３年生に拡大します。

●対象 天童市にお住まいの中学１～３年生

●所得制限 なし

●自己負担 なし（予防接種、薬品容器など保険適用外

医療費は除く）

●子育て支援医療証の交付 対象者には、６月下旬に中

学生用の子育て支援医療証を郵送

●適用となる医療機関 山形県内の医療機関（７月から

医療機関を受診されるときは、子育て支援医療証

と健康保険証を一緒に窓口に提示してください）

※山形県内でも、一部の医療機関では子育て支援医療証

を使えない場合があります。その場合は、子育て支援

医療証、領収書、印鑑、保護者名義の通帳を持参の上、

市健康課窓口で還付申請を行ってください。

※小学６年生までの医療証については、これまでどおり

使用できます。

●申請・問合せ 市健康課（�６５２－０８８１）

平成２３年５月３１日まで
住宅用火災警報器の設置が必要です

転倒・骨折予防のために
元気ウキ浮き♪水中教室

●対象 市内にお住まいの６５歳以上の方

●とき ７月６日（火）～２７日（火）の毎週火曜日

午後１：３０～４：００

●ところ ラ・フォーレ天童のぞみ

●内容 講話、水中歩行やストレッチ体

操、バランス運動、温泉入浴など

●定員 １０人（応募多数の場合抽選）

●参加料 １２００円（４回分の保険料・飲料水代など）

●持物 水着、水泳帽子、タオル、バスタオル、参加料

●送迎 希望により、地区ごとに市立公民館・分館など

の発着（直接も可）

●申込み・問合せ 申込書に記入の上、６月１８日（金）ま

で、市社会福祉課（�６５４―１１１１内線７５５）、また
はラ・フォーレ天童のぞみ（�６５６―８３２２）

よろしくお願いします
青少年指導センター

伊藤 昭義
指導員（６０歳）

子どもの被害防止のため
巡回パトロールを強化
治安の世論調査によると、半数以

上の人が、子どもたちが犯罪に遭う

不安を感じています。不安解消や犯

罪の発生を未然に防止するため、各

地域の指導委員と巡回パトロールの

強化を図っていきます。

７月１日から
中学３年生までの医療費が無料

７月１日から
ひとり親家庭等医療給付制度を開始
市では、子育て環境の充実とひとり親家庭の負担軽減

を図るため、ひとり親家庭等医療給付制度を新設します。

これは、これまでの母子家庭等医療給付制度の対象を父

子家庭の親子まで拡大し、母子家庭等医療給付制度から

ひとり親家庭等医療給付制度に名称を変更するものです。

●対象 �母子家庭世帯の親と１８歳以下の児童・生徒
�父子家庭世帯の親と１８歳以下の児童・生徒
�両親のいない１８歳以下の児童・生徒

●所得制限 所得税非課税世帯

●自己負担 なし（保険適用外医療費は除く）

※親が就労などにより児童・生徒を扶養していることが

要件になります。特別な理由により就労が困難な場合

はご相談ください。

●申請・問合せ 市健康課（�６５２－０８８１）

市立田麦野公民館

水戸 昭吾
主事（６２歳）

生き生きと元気のある
田麦野づくり
地域のみなさんから温かく迎えて

いただき感謝しています。きずなを

合言葉に、生き生きと元気のある地

域づくりのお手伝いができればと考

えていますので、よろしくお願いし

ます。

▲婦人防災クラブによる普及活動
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若々しい情熱と
しなやかな感性で
新しいまちづくりを

■受験案内配布 ６月１日（火）～

■申込受付 ６月１日（火）～１７日（木）

平成２２年度の天童市職員採用試験（上級行政、上級建

築）を、次のように行います。

●採用職種・採用予定人数 上級行政、上級建築＝若干

名

●受験資格 平成２２年５月３１日以前から天童市に住所が

ある方（就学などのため市外に住んでいる方は、

保護者の住所が市内にあれば天童市に住所がある

ものと見なします）で、次のいずれかに該当する方

�昭和５４年４月２日～平成元年４月１日に生まれた
方

�平成元年４月２日以降に生まれた方で、大学の学
部（同等と認めるものを含む）を卒業した方、ま

たは平成２３年３月までに卒業見込みの方

●試験日程 �一次試験＝７月２５日（日）
�二次試験＝一次試験合格者を対象に、後日実施

●試験会場 市総合福祉センター

●試験内容 �一次試験＝大学卒業程度の教養試験・専
門試験（多枝選択式）

�二次試験＝総合試験（記述式）、面接
●受験手続 市総務課で交付する、または市ホームペー

ジからダウンロードした受験申込書および受験票

に必要事項を記入し、市総務課に提出してくださ

い。また、電子申請も可能です。詳しくは、市ホ

ームページをご覧ください

ホームページアドレス http://www.city.tendo.yamagata.jp/

●申込受付 ６月１日（火）～１７日（木）（土・日曜日を除く）

午前８：３０～午後５：１５

郵送の場合は６月１７日（木）必着

●採用 平成２３年４月１日から採用予定

●申込み・問合せ 〒９９４－８５１０ 天童市老野森一丁目

１番１号 天童市総務部総務課職員係

（�６５４－１１１１内線３１４）

●対象 市内にお住まいで、現在失業中の方、または失

業が決まっている方

※この事業で平成２１年度から通算して１２カ月を超えての

雇用はできません。

●勤務条件 �社会保険など＝一定の要件を満たす場
合、社会保険などに加入

�勤務時間＝午前８：３０～午後５：１５

●申込方法 ハローワークで受け付けし、ハローワーク

の紹介状と履歴書、離職や失業などを証明できる

資料を持参の上、下記の担当課へ申し込んでくだ

さい

※面接などにより採用します。

●受付期間 ６月１５日（火）まで（土・日曜日を除く）

午前９：００～午後５：００

●業務内容、募集人数、雇用期間、賃金、申込み・問合せ

平成２２年度

天童市職員採用試験（上級行政、上級建築）

天童市緊急雇用対策事業

臨時職員の募集

申込み・問合せ

市教育委員会生涯学習課

（�６５４－１１１１内線８３３）

市農業委員会事務局

（�６５４－１１１１内線２３２）

賃金

日額

６８００円

日額

５６５０円

雇用期間

７月１日（木）～８月３１日（火）

７月１日（木）～１２月３１日（金）

※勤務状況などにより、平成

２３年２月末まで延長あり。

募集人数

４人

１人

業務内容

文化財施設敷地や市立公民館

敷地の草刈りや庭木の伐採な

ど（自動車普通免許必要）

農地法に基づく申請書類の受

け付け補助など（基本的なパ

ソコン操作ができる方）

１
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ごうしゃ

２６

■子ども手当などを振り込みます

平成２１年度分の児童手当を含めた平成２２年度第１期分の子ども手当を６月

１０日（木）に振り込みます。万一、振り込まれないときは、子ども手当の認定

請求などの手続きを行っていない場合がありますので、お問い合わせくださ

い。

■お忘れなく 子ども手当の現況届

子ども手当を受給している方は、毎年現況届が必要です。該当者には、記

入用紙を送付しますので、必要事項を記入し、押印の上、次のように提出し

てください。

●とき ６月１５日（火）～１７日（木）

午前９：００～正午

午後１：００～４：３０

※指定日に来られない方は、６月中に市子育て支援課までおこしください。

●ところ 市健康センター

������������������������������������������������������������������������������������������������������

●問合せ 市子育て支援課（�６５２－０８８２）

午後１：３０～

●定員 先着１５人

●参加料 １５００円

●持物 はさみ、剣山、新聞紙

●申込期限 ６月８日（火）

■レカンフラワー教室

●とき ６月２０日（日）

午後１：３０～

●定員 先着５人

●参加料 ７４１５円

●持物 はさみ、カッターナイフ、

新聞紙

●申込期限 ６月１３日（日）

■竹かごに夏の樹を豪奢に（生け花

教室）

●とき ６月２７日（日）

�１回目＝午前１０：３０～
�２回目＝午後１：３０～

●定員 各回先着１５人

●参加料 １５００円

●持物 はさみ

������������������������������������������������

●申込期限 ６月２５日（金）

●ところ 市森林情報館もり～な天

童

●申込み・問合せ 市森林情報館も

り～な天童（�６５１－２００２）

やまがた森の感謝祭２０１０

●とき ６月５日（土）

午前１０：００～午後３：００

●ところ 山形県源流の森（飯豊町）

●内容 植樹・下刈り、展示・体験

コーナー、山菜販売など

●問合せ 県置賜総合支庁森林整備

課（�０２３８－３５－９０５３）

天童木工ショールーム
コンサート（無料）

●とき ６月１２日（土）

午後２：００開演

●ところ 天童木工ショールーム

●内容 山形交響楽団チェロ奏者の

渡邊研多郎さんによる演奏

●問合せ （株）天童木工

（�０１２０－０１－３１２１）

市では、八幡山に上水道の配水池

を増設するための造成工事を行いま

す。工事期間中は、右図の農道の交

通規制を行いますので、通行には十

分ご注意ください（えびす沼ふれあ

い公園は利用できます）。

また、トラックの通行により、ご

迷惑をお掛けしますが、ご理解とご

協力をお願いします。

●工事期間 ６月中旬～１２月末

●問合せ 市水道事業所

（�６５４－１１１１内線４４５）

つ
り
が
ね
に
ん
じ
ん

く
る
ま
状
に
出
た
花
柄
の
先
に
、
薄
紫
色
の
釣
り

鐘
状
の
花
が
咲
き
ま
す
。
が
く
に
特
徴
が
あ
り
、
細

長
く
上
向
き
に
付
い
た
つ
ぼ
み
と
下
向
き
に
付
い
た

花
が
対
照
的
で
面
白
い
格
好
を
し
て
い
ま
す
。

別
の
名
を
「
と
ど
き
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
山
菜

の
横
綱
格
で
、
山
菜
で
お
い
し
い
の
は
「
お
け
ら
」

と
「
と
ど
き
」
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。し
ゃ
じ
ん

ま
た
、
つ
り
が
ね
に
ん
じ
ん
は
、
生
薬
名
「
沙
参
」

と
呼
ば
れ
、
た
ん
切
り
の
薬
草
と
し
て
貴
重
が
ら
れ

た
よ
う
で
す
。

夏
の
終
わ
り
ご
ろ
、
根
を
掘
り
取
り
、
水
で
洗
っ

て
日
干
し
に
し
ま
す
。乾
燥
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

生
の
う
ち
に
薄
切
り
に
す
る
か
、
細
か
く
刻
ん
で
干

す
と
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
生
薬
の
沙
参

で
、
紙
袋
に
入
れ
て
乾
い
た

と
こ
ろ
に
保
存
し
ま
す
。

た
ん
を
切
る
に
は
、
生
薬

の
せ
ん
じ
薬
で
う
が
い
を
す

れ
ば
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。た

ん
が
切
れ
な
い
場
合

は
、
一
日
量
３
〜
８
㌘
の
生

薬
を
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
で
半

量
に
な
る
ま
で
せ
ん
じ
て
、

そ
れ
を
食
後
三
回
に
分
け
て
飲
む
と
よ
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
小
さ
な
ス

プ
ー
ン
一
杯
の
蜂
蜜
を
加
え
て
飲
む
と
よ
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

市
市
長
公
室（�

６５４
局
１
１
１
１
内
線
３２５
）

このコラムは、天童市野草と親しむ会の佐藤定四郎さんが担当しています。

お済みですか
子ども手当の手続き

ご協力お願いします
八幡山造成工事
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お知らせ
今月の無料法律相談

●とき ６月２５日（金）

午後１：３０～

●ところ 市役所２階会議室

●相談内容 民事、家事的な法律相

談（係争中の事案は除く）

●相談員 高山克英弁護士

●申込み・問合せ ６月１７日（木）ま

で、市民相談室

（�６５４－１１１１内線７４１）
当日は受け付けませんので、事前

に資料などをお持ちの上、直接市民

相談室におこしください。

借金問題１１０番

借金などの問題に、司法書士が電

話による無料相談を行います。

●とき ６月１２日（土）

午前１０：００～午後４：００

●相談電話番号 �６１５－６２５５
●問合せ 山形県青年司法書士協議

会（�６７３－０６１１）

交通事故無料相談会

交通事故に関する手続きや後遺障

害認定などの相談に応じます。

●とき ６月１３日（日）

午後１：００～５：００

●ところ 市民プラザ

●問合せ 全国行政書士交通事故審

議会山形支部

（�０２３７－７３－４８３５）

国家公務員採用Ⅲ種試験

●受験資格 平成元年４月２日～平

成５年４月１日に生まれた方

●試験日 一次試験＝９月５日（日）

●受験申込書の請求 人事院東北事

務局

●申込期間 ６月２２日（火）～２９日

（火）

●申込み・問合せ 人事院東北事務

局第二課（�０２２－２２１－２０２２）

警察官（山形県）採用試験

■警察官Ａ

●受験資格 昭和５０年４月２日～平

成５年４月１日に生まれた方

で、大学を卒業した方、また

は平成２３年３月までに卒業見

込みの方

●試験日 一次試験＝７月１１日（日）

●申込期間 ６月２８日（月）まで（電

子申請の場合は６月２３日（水）

まで）

■警察官Ｂ

●受験資格 昭和５０年４月２日～平

成５年４月１日に生まれた方

で、警察官Ａの受験資格に該

当しない方

●試験日 一次試験＝９月１９日（日）

●申込期間 ７月３０日（金）～８月３０

日（月）（電子申請の場合は８

月２５日（水）まで）
������������������������������������������������

●申込み・問合せ 天童警察署

（�６５１－０１１０）

催 し
鈴立山若松寺
縁結び祈願祭

当日、会場におこしください。

●とき １２月までの毎月第１日曜日

午前１０：００～１０：４０

※１０月と１２月のみ第１土曜日に開催。

●ところ 鈴立山若松寺

●祈願料 １０００円

●問合せ 天童市観光物産協会

（�６５３－１６８０）

もり～な天童のイベント

■梅雨に咲く花を生け花にして（生

け花教室）

●とき ６月１３日（日）

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
主
な
取
り
組
み

�
事
務
室
・
会
議
室
な
ど
の
冷
房
温
度
を
２８
度
に
設

定
し
ま
す

�
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
、
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い
服

装
に
し
ま
す

�
不
必
要
な
電
灯
は
消
し
ま
す

�
パ
ソ
コ
ン
の
省
エ
ネ
モ
ー
ド
を
徹
底
し
、
昼
休
み

は
電
源
を
切
り
ま
す

�
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
自
粛
し
ま
す

�
グ
リ
ー
ン
製
品
を
積
極
的
に
購
入
し
ま
す

●
実
施
期
間

６
月
１
日（
火
）か
ら
９
月
３０
日（
木
）

ま
で

●
問
合
せ

市
生
活
環
境
課

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
２７３
）

水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法

の
規
定
に
よ
り
、
８
年
で
取

り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

本
年
度
、
取
り
替
え
に
該

当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
立
ち
会
い
な
ど
は
不
要
で
す
。

●
取
替
時
期

６
月
か
ら
１０
月
ま
で

●
取
替
業
者

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

●
問
合
せ

市
水
道
事
業
所

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
４４２
）

取
り
組
み
ま
す

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」（
夏
の
軽
装
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
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午前９：３０～午後３：３０

������������������������������������������������

●申込期限 ７月８日（木）

●ところ 山形県立山形職業能力開

発専門校（山形市）

●受講料 各１万５００円（資料代含む）

※各講座とも、応募多数の場合は抽

選になります。

●申込み・問合せ 山形県立山形職

業能力開発専門校

（�６４４－９２２７）

スイミングスクール
各種体験会参加者募集

■レッスン体験会

●対象 年中児～小学６年生

●とき ６月１９日（土）

午前１０：４０～１１：５０

■ベビースイミング体験会

●対象 ６カ月以上の乳児と保護者

●とき ６月１日（火）～７月２３日

（金）までの毎週火・金曜日

午前１０：５０～１１：３０

●定員 各日５組（先着順）

■アクアビクス体験会

●対象 １８歳以上の方

●とき ６月１日（火）～７月２０日

（火）までの毎週火曜日

午前１０：４５～１１：４５

������������������������������������������������

●定員 各日１０人（先着順）

●ところ スポーツクラブ天童スイ

ミングスクール

●持物 水着、帽子、バスタオル

●利用料 各回１００円

●申込み・問合せ 各回受講日の前

日まで、スポーツクラブ天童

スイミングスクール

（�６５４－４９３３）

第３１回青少年国際交流キャンプ
参加者募集
●対象 小学４年生～中学３年生

●とき ８月４日（水）～８日（日）

●ところ 山梨県立本栖湖青少年ス

ポーツセンター

●内容 富士登山、キャンプファイ

ヤー、野外炊飯など

●定員 １００人

●参加料 �小学生＝６万３０００円
�中学生＝７万３０００円

●申込み・問合せ ７月７日（水）ま

で、（財）国際青少年研修協会

（�０３－６４５９－４６６１）
※６月１９日（土）の午後３：３０～、仙

台市で説明会を行います。

赤ちゃんとあそぼう

●対象 平成２２年２～３月生まれの

乳児とその親（先着５組）

●とき ６月１８日（金）

午後１：３０～２：３０

●ところ にこにこ子どもの家

●参加料 ５００円（教材料含む）

●申込み・問合せ にこにこ子ども

の家（�６５４－５５４５）

■ノルディックウオーク教室

●対象 一般の方（先着２０人）

●とき ６月１９日（土）～７月１７日

（土）の毎週土曜日（全５回）

午前９：００～１１：００

●内容 ノルディックウオーク専用

のストックを使用してのウオ

ーキング

●受講料 ３０００円（保険料別）

●申込期限 ６月１７日（木）の正午

■屋内にこにこ運動教室

●対象 ４～６歳児（先着２５人）

●とき ７月７日（水）～８月２５日

（水）の毎週水曜日（全８回）

午後３：３０～４：３０

●内容 かけっこやボール運動、ト

ランポリン、跳び箱など

●受講料 ３０５０円（保険料含む）

●申込期限 ７月６日（火）の正午

■硬式インドアテニス教室

●対象 小学１・２年生、小学３・

４年生、小学５・６年生（各

クラス先着２４人）

●とき ７月１０日（土）～１２月４日

（土）までの土曜日（全２０回）

�小学１・２年生＝午前９：００
～９：４０

�小学３・４年生＝午前９：５０
～１０：５０

�小学５・６年生＝午前１１：００
～正午

●受講料 �小学１・２年生＝８６００
円（保険料含む）

�小学３・４年生、小学５・６年
生＝１万６００円（保険料含む）

●申込期限 ７月９日（金）の正午

※ラケットをお持ちでない方には貸

し出しますので、お申し付けくだ

さい。
������������������������������������������������

●ところ 市スポーツセンター

●申込み・問合せ 市スポーツセン

ター（�６５４－６１００）

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
時
期
に
入
り
、
こ
と
し
も
盗

難
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

農
作
物
が
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
注
意
点

�
園
地
や
倉
庫
な
ど
を
小
ま
め
に
見
回
り
警
戒
す
る

�
農
作
業
用
の
ト
ラ
ッ
ク
は
、
鍵
を
抜
き
取
り
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
確
実
に
す
る

�
倉
庫
や
小
屋
の
戸
締
り
を
し
っ
か
り
す
る

�
園
地
で
普
段
見
慣
れ
な
い
不
審
な
車
を
発
見
し
た

場
合
は
、
す
ぐ
１１０
番
す
る

●
問
合
せ

市
農
林
課（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
２１４
）

市
水
道
事
業
所
で
は
、
水
道
管

の
水
漏
れ
を
見
つ
け
る
た
め
の
漏

水
調
査
を
定
期
的
に
行
い
、
早
期

発
見
・
修
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
調
査
員
（
天
童
市

管
工
事
業
協
同
組
合
）
が
み
な
さ
ん
の
敷
地
内
に
立

ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と
腕
章
を
身
に
着

け
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
員
が
浄
水
器
な
ど
の
物
品
を
販
売
す

る
こ
と
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
調
査
区
域

市
内
全
域

●
調
査
期
間

平
成
２３
年
３
月
末
ま
で

●
問
合
せ

市
水
道
事
業
所

（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
４４４
）

注
意
し
ま
し
ょ
う

農
作
物
の
盗
難

ご
協
力
く
だ
さ
い

漏
水
調
査

市スポーツセンタースポーツ教室
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戸数
１戸

間取り
２ＬＤＫ

募集住宅
天童南部アパ－ト（※）

催し・募集
県営住宅の入居者募集

●対象 家族があり、所得が公営住

宅法の規定に該当する方（県

外在住の方も申し込み可能）

●家賃 入居者の所得に応じて決定

※高齢者、身体障がい者用。

●必要書類 県営住宅申込書、５０円

切手２枚

●申込み・問合せ ６月３日（木）～

９日（水）に、山形県すまい情

報センタ－（�６４７－０７８１）
※月曜日は休館です。

市民プール
臨時職員の募集

●対象 ２０歳以上で、５０㍍以上泳げ

る方

●期間・時間 ７月１日（木）～８月

３１日（火）／午前９：３０～午後

６：３０

※期間・時間については相談に応じ

ます。

●内容 プールの監視、受付など

●時給 ７００円以上

●申込み・問合せ 市スポーツセン

ター（�６５４－６１００）

市スポーツセンター杯
第２回中学生ソフトテニス大会
●対象 中学生のペア（男女各先着

２５組）

●とき ７月４日（日）

午前９：００開会

●ところ 市スポーツセンター

●参加料 １ペア１０００円（保険料別）

●申込み・問合せ ６月２５日（金）ま

で、市スポーツセンター

（�６５４－６１００）

日本語指導
ボランティア養成講座

●対象 日本語指導ボランティアの

未経験者

●とき ６月１３日（日）～８月２９日

（日）の日曜日（全６回）

午前１０：００～午後４：００

●ところ 山形県国際交流センター

（山形市）

●定員 ２０人（応募多数の場合抽選）

●受講料 ３０００円

●申込み・問合せ ６月１１日（金）ま

で、（財）山形県国際交流協会

（�６４７－２５６０）

障がい者のための
虐待防止ワークショップ
●とき ６月２６日（土）

午前１０：００～午後４：３０

●ところ 市民プラザ

●内容 ワークショップ、障がい者

の疑似体験など

●定員 先着３５人

●参加料 ５００円（資料代）

●申込み・問合せ ６月１１日（金）ま

で、ＮＰＯ法人エッセンシャ

ルケアセンター

（�６７９－４２２１）

山形職業能力開発専門校
各種講座受講生募集
■在宅ワーク基礎講座（２０人）

●対象 在宅ワークに関心があり、

パソコンの基本操作ができる

女性

●とき ７月１日（木）・６日（火）・

８日（木）・１２日（月）（全４回）

午前９：３０～午後３：３０

●申込期限 ６月１７日（木）

■はじめてのパソコン講座（２０人）

●対象 初めてパソコンを使う女性

●とき ７月２６日（月）・２８日（水）・

３０日（金）・８月２日（月）（全

４回）

午前９：３０～午後３：３０

●申込期限 ７月８日（木）

■徹底！Exce l基本講座（２０人）

●対象 エクセルを学びたい女性

●とき ８月４日（水）・６日（金）・

９日（月）・１１日（水）（全４回）

「
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
」
運
動
が
、

７
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

市
で
も
７
月
４
日（
日
）

を
基
準
日
に
し
て
、
市
内

の
河
川
敷
の
清
掃
、
空
き

缶
や
ゴ
ミ
の
収
集
、
除
草

作
業
、
草
花
の
植
栽
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

市
建
設
課（

�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
４１５
）

村
山
美
術
総
合
展
が
６
月

２８
日（
月
）か
ら
７
月
４
日（
日
）

ま
で
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
展
示
作
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ど
し

ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
作
品
募
集

日
本
画
、
洋
画
、
版
画
は
、
サ
ム
ホ

ー
ル
以
上
の
大
き
さ
、
彫
刻
、
塑
像
、
工
芸

な
ど
（
一
人
２
点
ま
で
）

●
搬
入

６
月
２７
日（
日
）の
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
、
出
品
料
（
２
０
０
０
円
）
を
添
え
て
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
申
込
み
・
問
合
せ

６
月
１１
日（
金
）ま
で
、
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
６５４
局
１
１
１
１
内
線
２６２
）

ご
協
力
く
だ
さ
い

河
川
の
一
斉
清
掃

作
品
を
募
集
し
ま
す

第
６３
回
村
山
美
術
総
合
展

３
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Health
June

●検診などについての問合せ
乳幼児…市子育て支援課

（�６５２－０８８２）
成 人…市健康課

（�６５２－０８８１）

日本脳炎の定期予防接種につい

ては、平成１７年５月から中断して

いましたが、このたび、厚生労働

省から「３歳児」について、接種

を積極的に勧奨するよう通知があ

りました。これを受けて、市では、

６月１日から、満３歳児について、

日本脳炎１期初回（１回目、２回

目）の予防接種を再開します。

下記の市内医療機関で、満３歳

に達した方から順次接種をお願い

します。医療機関によっては予約

が必要ですので、あらかじめご確

認ください。

なお、下記の対象者以外の方に

ついては、ワクチンの供給量など

を勘案しながら、定期予防接種の

機会を確保するよう検討されるこ

とになっています。

●本年度の接種対象者 平成１９年

４月２日～平成２０年４月１

日生まれの満３歳児

※詳しい日程については、市報１

日号に掲載していきます。

●問合せ 市子育て支援課

（�６５２－０８８２）

無料歯科検診・歯科相談
６月４日（金）～１０日（木）は「歯

の衛生週間」です。天童市・東村

山郡歯科医師会では、無料で歯科

検診と歯科相談を行います。

●とき ６月６日（日）

午前１０：００～正午

●ところ 市総合福祉センター

●内容 歯科検診、歯科相談、ブ

ラッシング指導など

●問合せ さいとう歯科医院

（�６５５－７９９７）

自死遺族のための
集い（無料）
●とき ６月１５日（火）

午後１：３０～４：００

●ところ 県精神保健福祉センタ

ー（山形市）

●内容 分かち合い

●申込み・問合せ 県精神保健福

祉センター（�６２４－１２１７）

６月２３日（水）
午後２：００～３：３０

市健康センター

精神保健福祉士による
健康相談、話し合いなど

６月２１日（月）まで、市
健康課（�６５２－０８８１）

と き

ところ

内 容

申込み・
問合せ

日本脳炎の定期予防接種を再開します

山形県介護学習センター
介護講座（無料）
■料理講座「高齢者向け料理講座」
●対象 介護に関心のある方（先

着３０人）

●とき ６月９日（水）

午前９：３０～午後０：３０

●参加料 ５００円（材料代）

●ところ 山形県介護学習センタ

ー（山形市）

●申込み・問合せ 山形県介護学

習センター（�６２７－７４３１）

ひきこもり相談窓口
（無料）
精神科医師が相談に応じます。

なお、保健師による相談は、随時

応じています。

●対象 ひきこもりに悩む、思春

期・青年期の本人や家族

（家族のみも可）

●とき 毎月２回（午後から）

●ところ 村山保健所（山形市）

●申込み・問合せ 村山保健所地

域保健予防課（�６２７－１１８４）

電話番号
６５８－６６２２

６５５－４１８０

６５１－１５５５

６５３－５７１１

６５４－２５１１

医療機関名
さいとう内科胃腸科クリニック

菅原内科胃腸科医院

ひがしたに小児科

天童温泉篠田病院

天童市民病院

電話番号
６５４－３５３５

６５８－１１２３

６５８－７６７７

６５３－１７８１

６５４－０３００

医療機関名
家坂小児科医院

いがらしクリニック

奥山こども医院

小幡皮膚科医院

神村内科医院

ひ
と
く
ち

健
康
講
座

●
口
の
中
と
全
身
疾
患
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
話

さいとう歯科医院

齋藤 裕太
先生

健
康
は
「
健
口
」
か
ら

お
口
が
健
康
で
あ
る
こ
と
を
「
健
口
」
と
呼
ぶ
こ
と

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
健
口
」
で
な
い
と
歯
や
お

口
が
病
気
に
な
り
、
歯
の
喪
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。
歯

が
な
く
な
っ
た
り
、
歯
や
お
口
の
機
能
が
良
好
で
な
く

な
っ
た
り
す
れ
ば
う
ま
く
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
、
よ
く
か

ま
ず
に
飲
み
込
む
こ
と
か
ら
肥
満
に
な
り
や
す
く
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
も
関
係
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
歯
周
病
を
治
療
す
る

と
血
糖
が
下
が
り
や
す
く
な
り
、
糖
尿
病
も
良
く
な
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
研
究
結
果
も
報
告
さ
れ
る
な
ど
、

口
腔
ケ
ア
と
全
身
疾
患
の
関
係
は
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
た
め
に
、
そ
し
て
お

口
の
「
健
口
」
の
た
め
に
、
こ
の
衛
生
週
間
に
ぜ
ひ
予

防
、
検
診
を
。

１３１
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乳幼児健康相談

６月２１日（月）
午前９：３０～１１：３０

市健康センター

母子手帳

養育相談

６月２３日（水）
午前９：３０～１１：００

市健康センター

母子手帳

６月１８日（金）まで、市
子育て支援課

（�６５２－０８８２）

4カ月児健康診査

と き

６月１６日（水）
受付＝午後
１：００～１：４５

６月２９日（火）
受付＝午後
１：００～１：４５

対 象

平成２２年２月１
日～２月１０日に
生まれた乳児

平成２２年２月１１
日～２月２８日に
生まれた乳児

と き

ところ

持 物

と き

ところ

持 物

申込み
・

問合せ

市健康センター

身体計測、診察など

母子手帳、健診票、バ
スタオル、アンケート

9カ月児健康相談

と き

６月２８日（月）
受付＝午前
１０：００～１１：００

６月２８日（月）
受付＝午後
１：００～２：００

市健康センター

身体計測、離乳食後期
の進め方、虫歯予防、
健康相談、絵本の読み
聞かせなど（離乳食と
絵本の読み聞かせは、
午前１０：００～、午後１：
００～）

母子手帳、９カ月児相
談票

3歳児健康診査

と き

６月２５日（金）
受付＝午後
１：００～１：４５

対 象

平成２１年９月１
日～９月１５日に
生まれた乳児

平成２１年９月１６
日～９月３０日に
生まれた乳児

対 象

平成１８年１１月４
日～１１月１６日に
生まれた幼児

ところ

内 容

持 物

ところ

内 容

持 物

市健康センター

身体計測、歯科検診、
診察、検尿など

母子手帳、健康診査票、
検査尿

対象者には、健康診査票、検査

尿の容器を事前に郵送します。

眼科検診の受診券を交付します。

１カ月以内に受診してください。

健康づくり相談会

保健師が健康相談に応じるほ

か、ストレッチや玄米ダンベル体

操などを行います。

と こ ろ

市健康センター

市立長岡公民館

午後１：３０～２：３０

健診結果や生活習慣
病予防に関する健康
相談、軽体操など

健康手帳（持ってい
ない方には当日発行）

アルコール家族相談

お酒の問題で悩んでいる家族の

相談に応じます。

と き

６月２１日（月）

６月２５日（金）

受付時間

内 容

持 物

ところ

内 容

持 物

今月の乳幼児予防接種
体調の良いときに主治医とよく

相談して受けてください。

●問合せ 市子育て支援課

（�６５２－０８８２）

満３カ月児（平成２２

年３月生まれ）以上

６カ月に達するまで

満３カ月児（平成２２

年３月生まれ）以上

満１歳児（平成２１年

６月生まれ）以上

満３歳児（平成１９年

４～６月生まれ）

ＢＣＧ

三種混合

麻しん・
風しん

日本脳炎

診察時間＝午前９：００～午後５：００
一般の外来診療を受ける方はご遠慮ください

医 療 機 関 名

大竹内科呼吸器科医院
老野森１－５－１（�６５１－３９１１）

家 坂 小 児 科 医 院
東本町１－６－２２（�６５４－３５３５）

天 童 温 泉 篠 田 病 院
鎌田１－７－１（�６５３－５７１１）

内科・胃腸科 高橋医院
東本町１－１－３２（�６５３－５６６４）

※救急告示病院は２４時間受け付けています。
天童市民病院（�６５４－２５１１）、天童温泉篠田病院（�６５３－５７１１）、吉岡病院（�６５４－１１８８）

中 橋 医 院
老野森３－１６－１４（�６５３－４８８５）

高 橋 整 形 外 科
久野本３－１９－２６（�６５３－３２８２）

藤 山 医 院
荒谷９１（�６５３－２８９７）

6月の休日救急当番医

６/６（日）

６/１３（日）

６/２０（日）

６/２７（日）

てんどう 2010.6.121
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東北楽天ゴールデンイーグルス
イースタンリーグ公式戦
市スポーツセンター野球場

モンテディオ山形ホームゲーム
ＮＤソフトスタジアム山形

市スポーツセンター �６５４－６１００
http://www2.ocn.ne.jp/～ten-spoc/

主な予定

６日（日） �市総体剣道
�ビーフリー杯ソフトボール大会

１１日（金） 久野本公民館区親善グラウンドゴルフ大

会

１２日（土） 国体山形県卓球競技地区予選会

１３日（日） 天童中部球技大会

１８日（金） 春季東北地区高等学校軟式野球大会

１９日（土）・２０日（日） 東村山地区中体連卓球・野球

２０日（日） 老野森青壮年グラウンドゴルフ大会

２６日（土）・２７日（日） 市総体サッカー（小学６年生）

２７日（日） 電力旗ミニバスケットボール山形地区予

選会

今月の休館日

７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

２６日（土）・２７日（日） 対読売ジャイアンツ２軍（午

後１：００～）

県総合運動公園 �６５５－５９００
http://yamagata-sportspark.or.jp/

主な予定

２日（水） 市小学校陸上運動記録会

４日（金）～６（日） 県高校総体サッカー（男子）・

テニス・卓球・ラグビーフットボール

９日（水） 全日本レディースソフトテニス山形県予

選会

１２日（土）・１３日（日） 県中学生テニス選手権大会

１９日（土）・２０日（日） 東村山地区中体連ソフトテニ

ス

２０日（日） �東村山地区中体連水泳
�山形県男子・女子剣道選手権大会
�全国クラブチームサッカー選手権山形県予選

２６日（土）・２７日（日） 東村山地区中体連陸上競技

２７日（日） 県小学生選抜ソフトテニス大会

今月の休館日

７日（月）

５日（土） 対湘南ベルマーレ（午後４：００～）

※ヤマザキナビスコカップ戦。

モンテディオ山形の勝利を願って
５月９日、Ｊ１リーグのモンテディオ山形対ＦＣ東

京戦が、ＮＤソフトスタジアム山形で行われました。

この日は、干布小の児童が地域住民とともに観戦に訪

れて応援メッセージを掲げ、選手たちにエールを送り

ました。試合は０―３で敗れましたが、けがから復帰

した長谷川悠選手が登場すると、会場は一気に盛り上

がりを見せました。また、長岡地域では、モンテディ

オ山形を応援する花いっぱい運動が行われるなど、市

内各地で地域独自のイベントが開催されました。

Sports Topic

長岡地域花いっぱい運動・モンテディオ山形
花いっぱい応援

干布小の児童と地域住民挙げての
モンテディオ山形ホームゲーム観戦

22てんどう 2010.6.1
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市立図書館 �６５４－２４４０
開館時間 午前９：００～午後７：００
http://www.tendo-lib-unet.ocn.ne.jp

蔵書検索ができます

サークル活動

１２日（土）午後２：００～ とんと昔語りの会

１７日（木）午前１１：００～ えほんのへや

２３日（水）午前１１：００～ おはなしの会

２６日（土）午後２：００～ つくってあそぼう

映画上映会

２０日（日）午後２：００～ 銀河鉄道の夜

今月の休館日

１日（火）、８日（火）、１５日（火）、２２日（火）、２９日（火）、

３０日（水）

お知らせ まいづる号の巡回日程は、各市立公民

館だよりをご覧ください

お 願 い 住所や電話番号の変更などがあった場

合は、図書館カウンターで手続きをお願いします。

利用カードは、小学１年生から作ることができます

市西沼田遺跡公園 �６５４－７３６０
開館時間 午前９：３０～午後６：００（入館は午後５：３０まで）

http://www.nishinumata.or.jp

お知らせ

１９日（土）～７月１６日（金） 笹飾りの展示（７月１７日

（土）の「にしぬまた七夕まつり」でお焚き上げを

します。短冊に願い事を書いてみませんか）

※１３日（日）と２７日（日）の午前中の体験学習は休みに

なります。午後１：００からは通常通り行います。

今月の休館日

７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

市美術館 �６５４－６３００
開館時間 午前９：３０～午後６：００（入館は午後５：３０まで）

http://www3.ic-net.or.jp/～ten-bi/

今月の展示内容

３日（木）～７月４日（日） 財団法人松伯美術館所蔵

上村松園・松篁・淳之日本画三代展

今月の休館日

１日（火）、２日（水）、７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、

２８日（月）

市立旧東村山郡役所資料館 �６５３－０６３１
開館時間 午前９：３０～午後６：００（入館は午後５：３０まで）

今月の展示内容
あんざいしょ

～６日（日） 武者人形と明治天皇行在所展

～８月１日（日） 天童と芭蕉まゆはきの道展（ミニ

展）

２２日（火）～ 天童温泉と昔の天童パネル展

今月の休館日

７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

市民プラザ �６５４－６２００
市民ギャラリー・イベントホール

http://www.sc-tendo.co.jp/pg_plaza/index_plaza.html

市民ギャラリー

１１日（金）～１３日（日） 盆栽展示会

１５日（火）～１７日（木） さつき展

市民ギャラリー

イベントホール

２８日（月）～７月４日（日） 村山美術総合展

今月の休館日

２１日（月）

子育て Ｑ＆Ａ
トイレトレーニングがうまくいきません。

うまくいかないときは、無理に進めないよう

にしましょう。失敗してもしからないでくだ

さい。子どもとの接し方を振り返り、不安感を与

えていないかをチェックしてください。好きなパ

ンツをはかせるなど、子どもにとってのメリット

を強調したり、「大きくなったからおむつがいら

なくなるね」など、成長することが楽しくなるよ

うな働き掛けをしたりすることも大切です。

●問合せ 市子育て支援課（�６５２－０８８２）

市わらべ館 �６５８－８１２０
開館時間 午前９：００～午後６：００

http://www.h3.dion.ne.jp/～warabeka/

今月の催し

１日（火）午前１０：３０～１１：３０ 子育てサロン（おみ

せやさんごっこ、子育て相談など）

１６日（水）午前１０：３０～１１：３０ 折り紙教室

２４日（木）午前１０：３０～１１：３０ リトミック（音楽に

合わせた体操など。事前申し込みが必要）

毎週火・木・土曜日 午前１０：３０～ わらべサロン

（体操・手遊びなど。イベント開催日は休み）

今月の休館日

２１日（月）

てんどう 2010.6.123



information

市市市水水水道道道展展展にににどどどうううぞぞぞ市市水水道道展展ににどどううぞぞ市水道展にどうぞ

天天天童童童市市市民民民応応応援援援ＤＤＤＡＡＡＹＹＹ天天童童市市民民応応援援ＤＤＡＡＹＹ天童市民応援ＤＡＹ
スタジアムの臨場感を味わいながら、プロスポーツを観戦してみませんか。野球もサッカーも市

内でプロの試合を見られるのは天童だからこそ。市民のみなさんの声援でプロスポーツを盛り上げ

ていきましょう。県内の小・中・高生は、どちらの試合も入場無料ですので、中・高生は学生証を

持参してください。

東北楽天ゴールデンイーグルス
市スポーツセンター

野球場のスコアボード

が電光掲示板に変わ

り、新たにスピードガ

ン表示も加わって、よ

り一層楽しく観戦でき

るようになりました。

また、岩隈投手、田

中投手の直筆サイン色

紙をはじめ、両日合わせて３４人に楽天イーグル

スのグッズが当たる抽選会を開催します。

●とき ６月２６日（土）・２７日（日）

●プレイボール 両日とも午後１：００

●ところ 市スポーツセンター野球場

●対戦チーム 読売ジャイアンツ２軍

●入場料 一般＝１０００円（当日券のみ）

※県内の小・中・高生は無料。

モンテディオ山形
特別割引チケットを発売

します。

●とき ７月２８日（水）

●キックオフ 午後７：００

●ところ ＮＤソフトスタジアム山形

●対戦チーム 川崎フロンターレ

●入場料 バックスタンド席（一般）＝１５００円

※県内の小・中・高生は無料整理券を配布しま

す。

●販売期間 ６月１０日（木）～７月２３日（金）

●前売り券取扱所

�市文化スポーツ課（�６５４－１１１１内線２６２）
�天童商工会議所（�６５４－３５１１）
�市スポーツセンター（�６５４－６１００）

※お買い求めの際は、免許証や身分証明書など

市内にお住まいか、お勤めしていることが分

かるものを持参してください。
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

●問合せ ホームタウンＴＥＮＤＯ推進協議会事務局（市文化スポーツ課内 �６５４－１１１１内線２６２）

６月１日（火）から６月７日（月）は「水道週間」です。

市では、水道週間にちなんで、水道展を開催します。

生活に役立つ情報や楽しい催しがいっぱいです。

入場は無料です。どうぞお気軽におこしください。

●とき ６月６日（日）

午前１０：００～午後３：００

●ところ 市民文化会館２階大集会室

●内容 水道に関する相談、小学生の図画と習字の展

示、水道施設のパネル展示、金魚すくい、水ヨ

ーヨーなど

※先着２００人に鉢花をプレゼントします。

●問合せ 市水道事業所（�６５４－１１１１内線４４４）
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テ レ ビ 広 報 やまがた東西南北（ＹＢＣテレビ 毎週火曜日午後３：５０）
ラ ジ オ 広 報 村山地域耳より情報（ラジオモンスターＦＭ７６.２ 午前７：３０・午後６：３０）
ホームページ http ://www.city.tendo.yamagata.jp/
メールマガジン ふるさとだよりｆメール

（毎週木曜日配信（無料）。登録は天童市ホームページから）
携 帯 サ イ ト http://www.city.tendo.yamagata.jp/m/ 携帯サイトQRコード

▲

からの

お知らせ
市

人口 62,240人（62,669人） 男 30,373人 女 31,867人 世帯数 19,822世帯（19,796世帯）

５月１日現在 （ ）内は昨年同期

市報てんどうに掲載している写真をご希望の方は、市市長公室広報係までどうぞ。


